
　
血
液
内
科
で
は
急
性
白
血
病
、
骨
髄

異
形
成
症
候
群
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
や
多

発
性
骨
髄
腫
な
ど
の
腫
瘍
性
疾
患
だ
け

で
な
く
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
特
発
性

血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
な
ど
の
非
腫
瘍

性
疾
患
も
診
療
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
血
液
疾
患
に
対
す
る
治
療
に
お
い
て
、

輸
血
療
法
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

支
持
療
法
の
ひ
と
つ
で
す
。
当
院
で
は

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
積

極
的
な
救
急
医
療
を
展
開
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
も
特
に
赤
血

球
製
剤
は
必
須
の
も
の
で
す
。
平
成
24

年
４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で
の
１

年
間
で
当
院
が
使
用
し
た
赤
血
球
濃
厚

液
は
１
０
６
４
１
単
位
で
あ
り
、
茨
城

県
内
の
医
療
機
関
で
は
第
一
位
の
使
用

量
で
し
た
。
（
こ
の
う
ち
、
血
液
内
科

で
は
２
９
７
４
単
位
（
28
％
）
を
使
用

し
て
い
ま
し
た
。
）
今
回
は
輸
血
用
血

液
製
剤
の
実
状
に
つ
い
て
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
輸
血
用
の
血
液
製
剤
は
日
本
赤
十
字

社
の
献
血
事
業
に
頼
っ
て
い
ま
す
が
、

以
前
か
ら
血
液
製
剤
の
使
用
量
と
供
給

量
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
と
平

成
20
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
輸
血
に
関
す

る
全
国
調
査
の
結
果
で
は
、
茨
城
県
の

１
病
床
数
あ
た
り
の
血
液
製
剤
使
用
量

は
赤
血
球
濃
厚
液
で
全
国
31
位
か
ら
全

国
８
位
、
濃
厚
血
小
板
は
全
国
28
位
か

ら
全
国
５
位
に
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
都
市
部
に
比
べ
地
方

に
お
い
て
は
血
液
製
剤
の
自
給
率
が
低

い
傾
向
が
あ
り
、
平
成
22
年
の
茨
城
県

の
血
液
製
剤
自
給
率
は
赤
血
球
93
・
５

％
、
血
小
板
89
・
６
％
と
す
で
に
危
機

的
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

茨
城
県
内
の
医
療
機
関
に
お
け
る
適
正

か
つ
安
全
な
輸
血
医
療
の
向
上
を
図
る

目
的
で
、
茨
城
県
保
健
福
祉
部
薬
務
課

と
茨
城
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
が
協

議
し
平
成
22
年
４
月
に
茨
城
県
合
同
輸

血
療
法
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
の
実
施
し
た
茨
城
県
内
の
医
療

機
関
に
対
す
る
輸
血
療
法
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
、
血
液
製
剤
の
廃
棄
率

が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
病
床
数
に
よ
っ
て

医
療
機
関
を
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
そ
れ
ぞ
れ
の
廃
棄
量
、
廃
棄
率
を
算

出
し
て
い
ま
す
が
、
当
院
の
属
す
る
５

０
０
床
以
上
の
医
療
機
関
の
平
均
赤
血

球
廃
棄
量
は
平
成
22
年
度
72
単
位
、
平

成
23
年
度
72
単
位
、
平
成
24
年
度
79
単

位
、
平
均
赤
血
球
廃
棄
率
は
平
成
22
年

度
１
・
30
％
、
平
成
23
年
度
１
・
33
％
、

平
成
24
年
度
０
・
77
％
で
し
た
。
一
方
、

当
院
の
赤
血
球
廃
棄
量
は
平
成
22
年
度 

46
単
位
、
平
成
23
年
度
70
単
位
、
平
成

24
年
度
１
０
３
単
位
、
赤
血
球
廃
棄
率

は
平
成
22
年
度
０
・
42
％
、
平
成
23
年

度
０
・
65
％
、
平
成
24
年
度
０
・
96
％

と
残
念
な
が
ら
徐
々
に
増
加
傾
向
が
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
が
あ
る
た

め
廃
棄
血
を
０
に
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
輸
血
用
血
液
製
剤
は
人
工
的

に
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り

善
意
の
献
血
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
た
上
で
血
液
製
剤
を
無
駄
に

し
な
い
と
い
う
意
識
が
必
要
で
す
。

　
血
液
製
剤
の
安
全
性
と
い
う
点
で
は

輸
血
後
感
染
症
の
リ
ス
ク
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
特
に
献
血
さ
れ
た
血
液
製
剤
を

介
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
）
に
感
染
し
た
事
例
が
昨
年
11
月

に
報
告
さ
れ
、
改
め
て
こ
の
問
題
が
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
輸
血
後

感
染
症
と
し
て
主
な
も
の
は
Ｂ
型
、
Ｃ

型
な
ど
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、

成
人
Ｔ
細
胞
性
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｔ
Ｌ
Ｖ
│
Ｉ
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
赤
十
字
社
で
は
こ
れ
ら
に
対
す
る

抗
体
検
査
、
核
酸
増
幅
検
査
に
よ
り
安

全
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
検
査
に
も
限
界
が
あ
り
病
原

体
を
１
０
０
％
検
出
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
平
成
12
年
２
月
か
ら
平
成
16

年
１
月
の
４
年
間
の
日
本
赤
十
字
社
の

集
計
デ
ー
タ
で
は
、
輸
血
後
感
染
症
の

危
険
度
の
推
定
値
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
が
34
〜
45
万
本
の
輸
血
に
対
し
て

１
例
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
２
２
０

０
万
本
に
１
例
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
が
１
１

０
０
万
本
に
１
例
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
輸
血
医
療
が
売
血
か
ら
献
血
に

完
全
に
移
行
さ
れ
た
１
９
６
９
年
当
時

の
輸
血
後
肝
炎
発
症
率
が
16
％
に
上
っ

て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
現
在
の
輸

血
後
感
染
症
の
リ
ス
ク
は
き
わ
め
て
低

下
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

わ
ず
か
な
リ
ス
ク
と
い
え
ど
も
万
一
の

感
染
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
、
輸

血
後
３
ヶ
月
を
め
ど
に
ウ
イ
ル
ス
の
抗

体
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
輸
血
用
血
液
製
剤
を
使
用
し
て
い
る

の
は
私
た
ち
医
療
従
事
者
で
あ
る
と
い

う
自
覚
を
も
っ
て
、
今
後
と
も
適
正
で

安
全
な
輸
血
療
法
を
心
掛
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

血
液
内
科
部
長

鴨
　
下
　
昌
　
晴
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が
ん
セ
ン
タ
ー
３
階
病
棟
　

　
看
護
師
長  
豊
　
田
　
江
美
子

　
こ
の
度
、
永
年
勤
続
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
私
の
入
職
は
昭
和
63
年
４
月
、
西
４
階
病
棟
、
心

臓
血
管
外
科
・
脳
神
経
外
科
へ
の
配
属
で
し
た
。
翌

64
年
に
昭
和
天
皇
の
崩
御
を
先
輩
方
と
Ｔ
Ｖ
を
見
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
平
成
と
変
わ
り
、
７
月

に
は
、
新
た
に
建
設
さ
れ
た
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
引
っ

越
し
、
そ
し
て
心
臓
疾
患
専
用
の
手
術
室
を
持
つ
、

心
臓
血
管
外
科
・
呼
吸
器
外
科
病
棟
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
皆
で
引
っ
越
し
そ
ば
を
頂

い
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。
業
務
は
手
術
室

の
運
用
も
と
い
う
こ
と
で
、
手
術
室
看
護
の
研
修
が

始
ま
り
、
11
月
に
病
棟
の
手
術
室
で
初
め
て
の
手
術

が
行
わ
れ
た
こ
と
も
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

私
は
、
心
臓
疾
患
患
者
の
手
術
前
・
術
中
・
術
後
の

看
護
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
呼
吸
器
外
科
疾

患
の
患
者
様
を
通
し
、
が
ん
看
護
に
興
味
を
持
ち
、

平
成
８
年
に
が
ん
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
と
な
り
、
そ
れ

以
来
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
内
の
病
棟
で
勤
務
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
25
年
間
、
多
く
の
患
者
様
に
出
会
い
、

色
々
な
こ
と
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
振
り
返
る
と

反
省
ば
か
り
で
す
が
、
一
つ
一
つ
貴
重
な
経
験
で
あ

り
、
得
た
知
識
や
技
術
は
、
今
後
の
自
分
の
糧
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
業
務
の
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
心
身
共
に
支
え
て

頂
い
た
諸
先
輩
方
を
は
じ
め
、
共
に
働
い
て
き
た
ス

タ
ッ
フ
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
継

続
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち

を
持
ち
つ
つ
、
自
分
も
後
輩
に
そ
の
よ
う
な
支
え
が

で
き
る
よ
う
に
、
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

看
護
部
全
般
　

　
看
護
師
長  

平
　
山
　
　
　
薫

　
平
成
26
年
３
月
27
日（
木
）茨
城
県
Ｊ
Ａ
会
館
に
於

い
て
、
永
年
25
年
勤
続
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
25
年

と
い
う
四
半
世
紀
に
及
ぶ
長
い
時
間
を
土
浦
協
同
病

院
で
働
い
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
上
司
や
同
僚
、
部
下

の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
入
職
し
た
昭
和
63
年
当
時
の
病
院
は
、
西
棟

と
東
棟
の
み
で
あ
り
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
建
設

中
で
し
た
。
平
成
元
年
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
開

設
し
た
と
同
時
に
１
階
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
異
動
、
そ
の
後
は

平
成
７
年
に
開
設
し
た
茨
城
県
地
域
が
ん
セ
ン
タ
ー

の
開
設
時
に
異
動
と
、
新
棟
立
ち
上
げ
を
経
験
し
て

き
ま
し
た
。
平
成
15
年
に
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看

護
師
の
資
格
を
取
得
し
て
か
ら
は
、
褥
瘡
管
理
者
専

従
と
し
て
院
内
の
褥
瘡
対
策
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
10
年
間
褥
瘡
ケ
ア
の
質
向
上
を
目
指
し
て
活
動

を
続
け
て
き
た
結
果
、
院
内
の
褥
瘡
ケ
ア
の
レ
ベ
ル

は
飛
躍
的
に
向
上
し
、
褥
瘡
発
生
率
も
低
下
し
ま
し

た
。
褥
瘡
ケ
ア
レ
ベ
ル
が
向
上
し
た
の
は
、
褥
瘡
対

策
チ
ー
ム
お
よ
び
褥
瘡
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
の
協
力
、
そ

し
て
現
場
で
ケ
ア
に
あ
た
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
努

力
に
よ
る
も
の
と
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
で
あ
る
２
０
２
５
年
、
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
な
る
年
で
あ
り
、
日
本

は
世
界
に
類
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
褥
瘡
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
が
増

加
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
２
０
２
５
年
問
題
に
備

え
、
今
後
も
院
内
の
褥
瘡
ケ
ア
の
レ
ベ
ル
が
よ
り
向

上
す
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

看護師長　柳　橋　貴　子

　土浦協同病院看護部では、平成27年の新病院オープンに向けて、

多くの看護師を募集しています。

　平成25年度は、大学生や看護学生に対する看護師就職説明会だけ

でなく、一人でも多くの高校生や中学生に看護師の仕事の魅力を知

ってもらうために、看護体験実習を開催しました。また、結婚や子

育て等で、一時看護師の仕事を離れ、再就職を希望する方に対して

も、最新の看護の情報や、体験を取り入れた説明会を開催しました。

説明会に参加される方は、熱心にメモを取りながら話を聞いて下さ

っています。そして、緊張の中にも輝く笑顔で患者さんに接してい

る学生さんに触れると、私たちもまた新鮮な気持ちになり、和やか

に説明会を行うことができています。その成果が実り、平成26年度

は65名の看護師が就職しました。

　厚生労働省によると、2011年から2015年にかけて、最大で約５

万6000人の看護師が不足すると言われています。なかでも茨城県

の看護師数は、47都道府県のなかで44位と全国ワースト４位です。

少子高齢化が進むにつれ、労働人口が減少していく一方で、医療を

必要とする患者さんが増加することは、避けられない状況にありま

す。

　看護師不足の原因として挙げられるのが離職です。看護師は、女

性の多い職場なので、結婚・出産・子育てにより、両立しながらの

勤務が難しかったり、夜勤による不規則な生活となることが理由で

離職が高い傾向にあります。

　土浦協同病院看護部では、働きやすい職場環境となるよう、子育

て中の看護師に対して、24時間体制の保育所の設置や、育児短縮時

間等の支援を行なっています。また、夜勤に関しても看護師のニー

ズを踏まえ、より適切なシフトが組める柔軟な勤務形態を取り入れ

ています。さらに、就職後の教育についても、知識や技術だけでな

く精神面も支える充実した内容とし、看護部全体でサポート体制を

取っています。

　看護師就職説明会では、このような社会の現状や、働きやすい職

場環境の取り組みについても理解していただき、今後も一緒に働く

仲間がたくさん増えることを願っています。

看 護 師 就 職 説 明 会 について



　
こ
ん
に
ち
は
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新

生
児
集
中
治
療

室
）
に
所
属
し

て
い
る
「
新
生

児
集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
」
の
鈴
木

悦
子
で
す
。
昨
年
、
認
定
看
護
師
の

資
格
を
取
得
し
、
今
回
初
め
て
「
リ

レ
ー
便
り
」
の
走
者
と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
の
活
動
内
容
な
ど
、

皆
さ
ま
に
少
し
ず
つ
お
伝
え
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
平
成
22
年
国
勢
調
査
」
で
は
、

茨
城
県
の
出
生
数
は
２
３
９
８
９
人

で
出
生
率
は
８
・
２
％
（
全
国
８
・

５
％
）
と
い
う
結
果
で
し
た
。
ま
た
、

２
５
０
０
ｇ
未
満
の
低
出
生
体
重
児

の
出
生
割
合
は
、
全
国
・
茨
城
県
と

も
に
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
「
平

成
20
年
人
口
動
態
統
計
」
で
は
、
低

出
生
体
重
児
数
は
２
３
５
０
人
と
な

っ
て
お
り
、
全
出
生
数
に
お
け
る
割

合
は
９
・
６
％
（
全
国
平
均
と
同
率
）

で
し
た
。

　
現
在
、
本
県
で
は
周
産
期
医
療
体

制
と
し
て
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
て
お
り
、
当
院
は
県
南
・
鹿
行
地

区
の
「
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
24
年
１
月
〜
12
月
の
１
年
間
に
当

院
で
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｇ
Ｃ
Ｕ
（
継
続

保
育
室
）
併
せ
て
２
３
８
名
の
入
院

が
あ
り
ま
し
た
。
１
５
０
０
ｇ
未
満

の
極
低
出
生
体
重
児
は
30
名
、
そ
の

内
24
名
が
１
０
０
０
ｇ
未
満
の
超
低

出
生
体
重
児
で
し
た
。
何
ら
か
の
原

因
で
予
定
日
よ
り
早
く
生
ま
れ
た
小

さ
な
赤
ち
ゃ
ん
や
先
天
性
疾
患
な
ど

治
療
が
必
要
な
赤
ち
ゃ
ん
が
入
院
し
、

治
療
を
受
け
な
が
ら
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
保

育
器
の
中
で
命
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
新
生
児
看
護
の
役
割
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
が
「
治
療
の
場
」
で
あ
る
と
と
も

に
「
生
活
の
場
」
で
あ
る
こ
と
を
念

頭
に
、
新
生
児
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添

っ
た
心
地
よ
い
環
境
を
め
ざ
す
こ
と

で
す
。
新
生
児
は
言
葉
に
よ
っ
て
訴

え
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

全
身
を
使
っ
て
多
く
の
こ
と
を
訴
え
、

語
り
掛
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
一
つ

で
も
多
く
の
ニ
ー
ズ
に
気
付
き
、
応

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
家
族
の
は

じ
ま
り
の
場
」
で
も
あ
り
、
心
理
的

に
危
機
的
状
態
に
直
面
し
て
い
る
家

族
が
安
心
し
て
子
ど
も
と
の
関
係
性

を
築
け
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
こ

と
を
担
っ
て
い
ま
す
。

認
定
看
護
師
便
り

新
生
児
集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
　

 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ  

鈴
　
木
　
悦
　
子

リ
レ
ー
掲
載
│
│
20

DPCとベンチマーク

要　件 基準値
当院の状況

値

【実績要件1】診療密度

【実績要件2】医師研修の実施

【実績要件3】高度な医療技術の実施

【実績要件4】重症患者に対する診療の実施

2482.09

0.0233

12.39

102.68

2529

0.1197

○

×

○

○

○

○

2681.64

0.0167

13.57

110.60

7335

0.2304

（3a）：手術実施症例1件あたりの外保連手術指数

　　　（外科医師数及び手術時間補正後）

（3b）：ＤＰＣ算定病床当たりの同指数

　　　（外科医師数及び手術時間補正後）

（3c）：手術実施症例件数

保険診療係数

効率性係数

複雑性係数

カバー率係数

救急医療係数

地域医療係数

　　体制評価係数

　　定量評価係数（小児）

　　定量評価係数（小児以外）

後発医薬品係数

合計

0.00730

0.00730

0.00730

0.00730

0.00730

0.00730

0.00365

0.00183

0.00183

0.00730

0.0511

0.00731

0.00898

0.00936

0.00963

0.01080

0.01724

0.00455

0.00657

0.00613

0.00363

0.0670

項　　目 全国加重平均値 当院値

表１　ＩＩ群要件 表２　機能評価係数ＩＩ内訳

　連載──第22回
ＤＰＣ評価委員会委員長
情報システム管理室 船 越 尚 哉

　４月から新しい診療報酬制度が適用されるようになりました。

団塊の世代が後期高齢者層になり、国民総医療費が頂点に達する

と推計される2025年に向けて、医療機関の機能分化に焦点をあ

てた改訂になっています。また、今年度通常国会で改正される新

医療法で、一般病床が、高度急性期機能・急性期機能・回復期機

能・慢性期機能に分割され、全病院病棟ごとに地域の中で果たす

べき機能が割り当てられます。

　当院は新病院移転後も引き続き、地域中核高度急性期病院とし

て役割を果たしていきます。従って病院全体、および病棟毎に自

らの現状の機能を把握し、地域の将来のニーズに合わせて新病院

の姿を創造する必要があります。

　表１に、ＩＩ群病院要件の基準値と当院の値を示します。ＩＩ群病

院要件は大学病院本院に準ずる機能を評価する指標です。研修医

数の数え方が２年前とは変更になり、この要件だけ満たせず、ＩＩ

群病院からＩＩＩ群病院になりましたが、それ以外の要件について、

当院の値は基準値を大幅に上回り、診療内容や患者構成が大学病

院に準ずる指標を示していることがよく解ります。

　表２に、機能評価係数ＩＩの内訳を示します。地域中核高度急性

期病院として、それぞれの値が高いことが良い指標となります。

病院によって差が出にくい保険診療係数以外では、後発医薬品係

数が加重平均値を大きく下回り、後発医薬品使用率を高めること

が大きな課題であることが解ります。それ以外の項目は加重平均

値を上回っています。

　ＩＩ群要件や機能評価係数ＩＩの各項目について、より高度急性期

病院らしさを表現できるように、さらなる業務の改善が求められ

ます。
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須
加
野
　
幸
　
恵

入

学

式

を

終

え

て

入

学

式

を

終

え

て

第
42
期  

看
護
学
校
入
学
式

第
42
期  

看
護
学
校
入
学
式

　
う
ら
ら
か
な
春
日
和
の
４
月
８
日
、

第
42
期
生
83
名
の
新
入
生
を
迎
え
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
長
は
、
「
笑
い
は
、
患
者
さ
ん

の
自
己
治
癒
力
を
高
め
、
医
療
現
場
で

の
癒
し
の
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

今
日
か
ら
意
識
し
て
学
校
生
活
を
送
り
、

素
晴
ら
し
い
看
護
師
と
な
っ
て
欲
し
い
」

と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
入
生
代
表
と
し
て
田
山
さ
ん
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
学
び
を
通
し
て
、
知
識

と
技
術
の
修
得
の
み
な
ら
ず
、
心
に
寄

り
添
っ
た
看
護
が
出
来
る
よ
う
精
進
し

て
い
き
た
い
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。
緊
張
し
た
面
持
ち
の
中
に

も
、
新
た
な
決
意
を
秘
め
た
表
情
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
入
学
式
を
終
え
、
１
週
間
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
学
生
は
、
覚
え

る
こ
と
が
多
く
大
変
で
す
が
、
教
室
で

は
、
一
人
一
人
の
笑
顔
が
と
て
も
輝
い

て
見
え
ま
す
。
看
護
師
に
な
る
た
め
の

３
年
間
は
、
決
し
て
平
坦
な
道
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
楽
し
い
時
も
あ
れ
ば
、
多

く
の
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
ど
の
よ
う
な
困
難
に
も
自
分

の
力
で
乗
り
越
え
て
い
け
る
学
生

で
あ
り
、
人
間
性
の
豊
か
な
看
護

師
へ
と
成
長
し
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
に
は
病
院
、
平
成
28

年
に
は
学
校
の
新
築
移
転
、
学
生

数
の
増
員
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
病
院
で
は
、
医
療
機
器
も
ま
す

ま
す
高
度
化
し
、
最
新
の
医
療
が

提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
に
対
応
で
き
る
質
の
高

い
看
護
師
を
養
成
す
る
こ
と
が
、

私
た
ち
教
員
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
看
護
師
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
42
期
生
83
名
が
同
じ
目
標
に
向
か

っ
て
歩
み
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
、
教

員
と
し
て
、
全
力
で
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
平
成
26
年
度

辞

令

交

付

式

　
平
成
26
年
度
看
護
部
で
は
真
新
し
い
白
衣
に
身
を

包
ん
だ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
保
健
師
５
名
、
看
護
師
56
名

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４
月
１
日
の
辞
令

交
付
式
で
は
、
家
坂
義
人
院
長
か
ら
辞
令
交
付
と
訓

示
を
受
け
、
医
療
者
・
専
門
職
業
人
と
し
て
の
心
構

え
を
胸
に
、
新
人
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
学
ぶ
た
め

に
５
日
間
の
研
修
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
初
日

は
、
不
安
と
緊
張
で
表
情
も
硬
く
ぎ
こ
ち
な
い
印
象

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
反
面
こ
れ
か
ら
医

療
者
と
し
て
の
道
を
歩
も
う
と
す
る
真
剣
な
ま
な
ざ

し
が
あ
り
ま
し
た
。
研
修
内
容
は
院
内
シ
ス
テ
ム
の

説
明
、
看
護
部
の
理
念
、
教
育
計
画
や
目
標
管
理
に

は
じ
ま
り
、
医
療
安
全
管
理
、
輸
血
・
薬
の
知
識
と

机
上
の
学
び
か
ら
、
感
染
管
理
や
基
本
的
な
看
護
技

術
と
し
て
点
滴
、
採
血
な
ど
直
接
患
者
様
へ
関
わ
る

手
技
な
ど
で
し
た
。
ま
た
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な

接
遇
、
マ
ナ
ー
な
ど
研
修
を
重
ね
る
ご
と
に
、
医
療

者
と
し
て
凛
と
し
た
表
情
に
変
わ
っ
て
い
く
姿
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
病
院
全
体
で
新
人
看
護
職

員
研
修
に
か
か
わ
る
こ
と
で
各
部
門
・
部
署
を
理

解
し
、
自
身
が
こ
れ
か
ら
働
く
病
院
を
知
る
こ
と

に
繋
が
り
ま
し
た
。
新
入
看
護
職
員
研
修
後
の
感

想
シ
ー
ト
か
ら
も
「
こ
れ
か
ら
働
く
に
あ
た
り
研

修
を
受
け
た
こ
と
で
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
不
安
が
解

消
さ
れ
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、

研
修
を
振
り
返
る
と
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
研
修

と
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
と
課
題
解
決
、
グ
ル
ー
プ
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
話
し
合
い
各
所
属
長
が
見
守
る

な
か
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
人
同
士
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
も
生
ま
れ
、
こ
れ
か
ら
の
チ
ー
ム
医

療
に
必
要
な
団
結
力
で
研
修
を
乗
り
切
っ
た
笑
顔

が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
配
属
場
所
に
分
か
れ
臨

床
研
修
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
ば

か
り
で
は
な
く
、
辛
い
場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
同
期
の
仲
間
が
い
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
自
律
し
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
土
浦
協
同
病
院
で
働
く
仲

間
と
し
て
先
輩
で
あ
る
私
た
ち
も
皆
様
を
サ
ポ
ー

ト
致
し
ま
す
。
自
身
が
胸
に
抱
く
看
護
観
を
忘
れ

ず
、
患
者
様
に
温
か
く
寄
り
添
え
る
看
護
の
実
践

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

看
護
部
教
育
委
員
会
　
　

　 

木
　
上
　
春
　
美

　
桜
満
開
の
中
、
４
月
１
日（
火
）に
管

理
棟
３
階
講
義
室
に
お
い
て
「
平
成
26

年
度
新
採
用
職
員
辞
令
交
付
式
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
新
採
用
者

は
、
医
師
54
名
（
研
修
医
23
名
含
む
）
、

看
護
師
他
１
０
７
名
で
合
わ
せ
て
１
６

１
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
時
か
ら
の
辞
令
交
付
式
は
、
研
修

医
は
じ
め
新
採
用
者
が
対
象
と
な
り
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
看
護
師
他
全
職
員

が
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、
緊
張

し
た
面
持
ち
で
家
坂
病
院
長
か
ら
採
用

辞
令
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
の
院
長
訓
示
で
は
、
『
当
院
は
９
０

０
床
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
周
産

期
セ
ン
タ
ー
を
持
っ
て
い
る
茨
城
県
の

基
幹
病
院
で
あ
り
、
医
療
の
質
は
日
本

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
１
年

半
後
、
平
成
27
年
11
月
に
は
お
お
つ
野

に
新
病
院
が
開
院
す
る
予
定
で
、
現
在

工
事
中
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
診
療
の

質
の
高
い
病
院
の
中
で
働
け
る
こ
と
を
、

誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
基
幹

病
院
で
あ
る
の
で
大
変
忙
し
い
が
、
そ

の
反
面
い
ろ
い
ろ
な
患
者
さ
ん
の
診
療

に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
大
変
勉
強
に
な

る
の
で
、
こ
の
環
境
を
生
か
し
思
う
存

分
勉
強
し
て
欲
し
い
。
当
院
の
理
想
は
、

い
か
な
る
症
状
の
患
者
さ
ん
に
も
、
質

の
高
い
最
高
の
医
療
を
提
供
し
、
全
職

員
が
仕
事
に
喜
び
が
覚
え
ら
れ
る
よ
う

な
病
院
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
病
院
を

実
現
す
る
た
め
に
、
患
者
さ
ん
、
一
緒

に
働
く
ス
タ
ッ
フ
へ
の
思
い
や
り
を
忘

れ
ず
に
、
仕
事
や
勉
強
に
全
力
を
注
い

で
下
さ
い
。
』
と
の
お
話
し
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
病
院
幹
部
職
員
の
紹

介
が
あ
り
、
各
部
署
長
に
よ
る
院
内
シ

ス
テ
ム
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
式
典

後
辞
令
を
受
け
取
っ
た
新
職
員
は
『
辞

令
を
受
け
取
り
気
持
ち
が
引
き
締
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
職
員
と
し
て
早
く

先
輩
た
ち
の
力
に
な
り
た
い
。
ま
た
、

患
者
さ
ん
や
地
域
の
方
々
に
信
頼
さ
れ

る
病
院
に
な
れ
る
よ
う
、
責
任
を
持
っ

て
日
々
励
ん
で
い
き
た
い
。
』
と
今
後

の
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
の
心
構
え
を

話
し
て
い
ま
し
た
。



坂
　
本
　
喜
美
子

入
退
院
調
整
看
護
師

看  

護  

副  

部  

長

　
こ
ん
に
ち
は
、
入
退
院
調
整
看

護
師
の
坂
本
喜
美
子
で
す
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
３
月
か
ら
専
従
の
入

退
院
調
整
看
護
師
と
し
て
、
福
祉

相
談
部
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

主
に
「
在
宅
療
養
支
援
」
を
担
当

し
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ま
ず
、
入
退
院
調
整
看

護
師
の
役
割
と
は
何
か
、
分
か
り

や
す
く
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。
看
護
師
の
仕

事
の
な
か
に
は
、
入
院
患
者
様
の

退
院
に
向
け
た
環
境
を
整
え
る
退

院
調
整
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
退
院
調
整
を
専
門
に
行
う
看

護
師
を
退
院
調
整
看
護
師
と
呼
び

ま
す
。
入
院
患
者
様
の
場
合
、
患

者
様
・
ご
家
族
の
方
が
病
気
や
障

害
を
抱
え
な
が
ら
も
退
院
後
も
安

心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
い
た
し
ま
す
。
入

院
さ
れ
た
早
い
段
階
よ
り
、
病
棟

の
看
護
師
が
、
退
院
後
の
生
活
を

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い
か
を
具

体
的
に
評
価
し
、
支
援
が
必
要
と

判
断
す
れ
ば
入
退
院
調
整
看
護
師

に
相
談
が
あ
り
ま
す
。
入
退
院
調

整
看
護
師
と
し
て
、
病
棟
看
護
師

よ
り
患
者
様
を
取
り
巻
く
状
況
を

把
握
し
、
患
者
様
、
ご
家
族
の
希

望
を
聞
い
て
必
要
な
調
整
、
支
援

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

患
者
様
、
ご
家
族
に
安
心
が
提
供

で
き
る
よ
う
に
、
医
師
、
看
護
師
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
薬
剤
師
な

ど
院
内
職
員
と
地
域
の
訪
問
診
療

医
、
訪
問
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
患
者
様
・
ご
家

族
の
「
家
に
帰
り
た
い
」
を
共
に

考
え
、
支
援
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

入
退
院
調
整
看
護
師
の
活
動

看 
護 
師 

長

　
遠
藤
　
香
織

看 

護 
師 
長

　
薬
師
寺 
里
美

　
西
３
階
は
一
般
病
床
50
床
と
総
合
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
内
の
母
体
胎

児
集
中
治
療
室
（
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
６
床

を
有
す
る
産
婦
人
科
病
棟
で
す
。
現
在
、

ス
タ
ッ
フ
は
医
師
13
名
、
助
産
師
39
名
、

看
護
師
３
名
、
看
護
助
手
２
名
、
医
師

事
務
作
業
補
助
１
名
の
総
勢
58
名
に
増

え
、
昨
年
は
９
７
５
件
の
分
娩
、
７
９

２
件
の
手
術
を
取
り
扱
い
ま
し
た
。
ま

た
県
南
地
区
は
も
と
よ

り
茨
城
県
全
域
よ
り
産

科
・
婦
人
科
救
急
搬
送

を
受
け
入
れ
て
お
り
、

周
産
期
救
急
搬
送
調
整

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
新
生
児
集
中
治
療
室

（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
原
則
全

症
例
を
24
時
間
体
制
で

看
護
職
が
行
っ
て
い
ま

す
。
　
産
科
に
は
早
産
に
な

ら
な
い
よ
う
に
と
長
期

入
院
を
し
て
い
る
妊
婦

の
方
々
が
数
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
出
産

へ
の
不
安
を
抱
き
、
病

院
と
い
う
特
殊
な
環
境

の
中
で
過
ご
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
妊

婦
さ
ん
と
ご
家
族
が
よ

り
安
心
し
て
入
院
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
精
神

的
支
援
に
も
力
を
注
い

で
お
り
ま
す
。

　
来
年
開
設
の
新
病
院

で
は
婦
人
科
と
産
科
は

別
病
棟
へ
の
入
院
と
な
り
、
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
は
９
床
へ
増
床
と
な
り
ま
す
。
よ
り

良
い
医
療
・
看
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
に
、
今
か
ら
母
乳
育
児
を
推

進
す
る
国
際
ラ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
や
産
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち

ゃ
ん
と
母
親
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
促
す

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
資
格
者
を
中
心

に
研
修
を
し
て
お
り
ま
す
。
最
良
の
施

設
環
境
で
安
心
で
き
る
医
療
・
看
護
を

受
け
な
が
ら
次
世
代
を
担
う
赤
ち
ゃ
ん

の
誕
生
を
妊
婦
さ
ん
、
ご
家
族
そ
し
て

私
た
ち
も
共
に
迎
え
て
い
き
た
い
と
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
日
々
努
力
と
研
鑽
を
続

け
て
お
り
ま
す
。

　
西
６
階
は
、
「
元
気
で
明
る
く
い
こ

う
」
「
患
者
様
、
家
族
が
安
心
し
て
入

院
で
き
る
病
棟
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
病
棟
の

紹
介
を
し
ま
す
。
西
６
階
は
最
上
階
の

病
棟
で
、
病
室
の
窓
か
ら
の
景
色
は
素

晴
ら
し
く
、
四
季
を
一
番
早
く
感
じ
ら

れ
、
夕
方
に
は
夕
焼
け
に
彩
ら
れ
た
富

士
山
の
絶
景
が
感
動
す
る
病
棟
で
す
。

　
当
病
棟
は
泌
尿
器
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、

皮
膚
科
、
眼
科
、
救
急
科
の
混
合
病
棟

で
す
。
平
均
在
院
日
数
は
６
日
〜
７
日

で
、
年
間
約
８
０

０
件
の
手
術
件
数

が
あ
り
、
月
の
入

院
患
者
数
は
毎
月

１
０
０
名
を
超
え

て
お
り
、
１
歳
児

か
ら
ご
高
齢
の
方

ま
で
多
く
の
年
齢

層
の
患
者
さ
ま
が

対
象
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
手
術
を

さ
れ
る
患
者
様
は

手
術
に
対
し
て
期

待
さ
れ
る
反
面
、

不
安
や
恐
怖
を
抱

い
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
心
理

面
を
十
分
に
理
解

し
て
、
少
し
で
も

不
安
や
恐
怖
感
が

軽
減
出
来
、
安
心

し
て
手
術
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
よ
り
当
院

で
は
救
急
診
療
科
が
新
設
さ
れ
、
集
中

治
療
室
か
ら
の
後
方
ベ
ッ
ド
し
て
、
ま

た
緊
急
入
院
と
し
て
２
０
０
名
以
上
の

入
院
を
受
け
入
れ
て
来
ま
し
た
。
救
急

診
療
科
は
幅
広
い
知
識
と
技
術
が
必
要

と
さ
れ
、
そ
し
て
混
合
病
棟
で
あ
る
た

め
、
様
々
な
疾
患
が
あ
り
、
更
に
各
科

の
専
門
性
も
求
め
ら
れ
る
た
め
、
日
々

学
習
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
入
院
、

退
院
の
回
転
が
早
く
忙
し
い
病
棟
で
は

あ
り
ま
す
が
、
患
者
様
の
安
全
・
安
楽

に
努
め
、
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が

出
来
る
看
護
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も

元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
で
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。



平成26年度　 人　　　事

　基礎代謝という言葉を耳にしたことはありますか？

　１日の消費エネルギーの約７０％は、基礎代謝。これは、何もしないでただ寝ている状態で消費されるエネルギーで

す。つまり運動などの特別な活動を行っていなくても、消費される基礎代謝量の高い人ほど太りにくい体質だと言えま

す。逆に基礎代謝の低い人は太りやすい体質になっており、ダイエットなどをしても効果を得にくいということが言え

ます。そこで今回は食生活の面から基礎代謝アップにつながるいくつかのポイントを紹介したいと思います。

　基礎代謝は、その人の筋肉の量によっ

て大きく左右されます。筋肉を作るには

たんぱく質を豊富に含む食品（肉や魚、

卵、大豆製品、牛乳・乳製品）を摂取す

ることが不可欠です。ただしこれらの食

品には脂質も多く含まれているものも多

いので注意が必要です。肉は、ササミや

ヒレ、モモ、魚はヒラメやカレイ、タイ、

カジキマグロなど、低脂肪高たんぱくな

ものを選ぶことがおすすめです。また、

運動で筋肉を刺激した後で、高タンパク

質を取ると新しい筋肉が作られやすくな

り、効率よく筋肉量を増やすことができ、

基礎代謝を上げる効果がより高まります。

　体温が低下するにつれ、基礎代謝

は減少してしまいます。ネギ類や生

姜は新陳代謝を活発にし、体を温め

る食材の代表的なものです。野菜で

は、根菜類や寒い土地で収穫される

ものが体を温めます。反対に地面の

上にできる野菜、暑い場所で採れる

果物や夏が旬の野菜は体を冷やす効

果があります。夏野菜が旬を迎えま

すが夏野菜に偏らず他種類の野菜を

まんべんなく食べることを心掛けま

しょう。運動をするには最適のこの

シーズンに基礎代謝アップを目指し

てみましょう！

基礎代謝を高めるたんぱく質をとる

基礎代謝upで太りにくい体を作ろう！ 管理栄養士　石  川  恵  梨

コーヒーを飲んで代謝アップ 体を温める食べ物を食べよう

人
に
備
わ
っ
て
い
る
免
疫

機
能
は
生
命
を
維
持
す
る

た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
切
な
生
体
反
応
系
で

す
。
人
は
細
菌
に
感
染
し

て
自
然
免
疫
を
獲
得
し
た

り
ワ
ク
チ
ン
で
能
動
的
に

免
疫
を
作
り
上
げ
た
り
し

て
い
ま
す
。
◆
細
菌
な
ど

の
外
敵
・
異
物
を
排
除
す

る
免
疫
を
作
り
出
す
の
に

腸
内
細
菌
が
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
◆

腸
は
、
口
か
ら
摂
っ
た
食

物
を
消
化
し
て
栄
養
素
を

吸
収
し
て
生
命
を
維
持
し

ま
す
が
、
同
時
に
腸
管
細

菌
叢
の
善
玉
菌
が
異
物
や

細
菌
を
処
理
し
て
そ
れ
に

対
す
る
免
疫
を
作
る
機
能

も
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
か
ら
、
腸
は
生
命
活

動
の
源
で
あ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
◆
免
疫
力

の
も
う
ひ
と
つ
の
源
に
、

笑
い
や
癒
し
の
心
が
大
切

な
こ
と
も
周
知
の
事
実
で

あ
り
ま
す
。
筑
波
大
学
遺

伝
学
の
村
上
和
男
名
誉
教

授
は
、
「
笑
い
は
体
の
免

疫
力
を
高
め
て
く
れ
る
薬

で
あ
る
と
同
時
に
、
心
の

安
定
剤
で
も
あ
る
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。
◆
免
疫
力

は
病
気
に
お
け
る
自
然
治

癒
力
と
も
無
関
係
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
精
神
的
要

素
や
胃
腸
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。 視 

点

　カフェインとクロロゲン酸の２

つの成分を併せ持つコーヒーは、

代謝を上げるのに有効な飲み物で

す。また、コーヒーを飲んだ後に

運動を行うと、脂肪燃焼率が通常

の1 . 5倍～２倍も高まるといわれ

ています（コーヒーは無糖で飲む

ことで効果を発揮します）。ただ

しカフェインの過剰摂取は体に悪

影響を及ぼすこともあるので１日

２～３杯程

度にしてお

きましょう。

昇
格
・
昇
進
者

副
院
長
兼
外
科
部
長
　
滝
　
口
　
典
　
聡

内
科
科
長
　
　
　
　
李
　
　
　
哲
　
民

内
科
科
長
　
　
　
　
山
　
下
　
　
　
明

内
科
科
長
　
　
　
　
清
　
水
　
　
　
馨

脳
神
経
外
科
科
長
　
廣
　
田
　
　
　
晋

整
形
外
科
科
長
　
　
清
　
水
　
禎
　
則

救
急
科
科
長
　
　
　
山
　
田
　
　
　
均

考
査
役
薬
剤
副
部
長
　
堀
　
越
　
建
　
一

薬
剤
部
主
任
　
　
　
塩
　
田
　
千
　
秋

　
　
〃
　
　
　
　
　
小
　
磯
　
雄
　
一

薬
剤
師
主
幹
　
　
　
原
信
田
　
弘
　
子

考
査
役
放
射
線
副
部
　
沼
　
尻
　
俊
　
夫

審
査
役
放
射
線
主
任
　
齋
　
藤
　
哲
　
也

　
　
〃
　
　
　
　
　
直
　
井
　
一
　
仁

放
射
線
技
師
主
任
　
櫻
　
井
　
雅
　
博

　
　
〃
　
　
　
　
　
桜
　
井
　
常
　
男

　
　
〃
　
　
　
　
　
池
　
澤
　
正
　
明

放
射
線
主
幹
　
　
　
原
　
　
　
忠
　
彦

検
査
主
任
　
　
　
　
関
　
口
　
芳
　
恵

検
査
技
師
主
幹
　
　
飯
　
田
　
恵
　
子

　
　
〃
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
　
　
悟

工
学
主
任
　
　
　
　
寺
　
田
　
紀
　
子

工
学
士
主
幹
　
　
　
堀
　
井
　
京
　
子

リ
ハ
ビ
リ
主
任
　
　
比
　
企
　
澄
　
恵

理
学
療
法
士
主
幹
　
中
　
安
　
　
　
健

作
業
療
法
士
主
幹
　
増
　
田
　
淳
　
子

保
育
主
任
　
　
　
　
宮
　
本
　
登
紀
子

看
護
婦
副
部
長
兼
実
習
指
導
者

　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
本
　
喜
美
子

看
護
師
長
兼
実
習
調
整
者

　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
森
　
志
　
乃

看
護
主
任
兼
実
習
指
導
者

　
　
　
　
　
　
　
　
箕
　
輪
　
友
　
香

　
　
〃
　
　
　
　
　
三
　
部
　
智
　
子

　
　
〃
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
知
　
子

　
　
〃
　
　
　
　
　
上
　
澤
　
弘
　
美

　
　
〃
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
　
　
薫

　
　
〃
　
　
　
　
　
青
　
木
　
建
　
二

　
　
〃
　
　
　
　
　
板
　
橋
　
久
　
美

看
護
師
主
幹
兼
実
習
指
導
者

　
　
　
　
　
　
　
　
國
　
分
　
美
千
子

看
護
師
主
幹
　
　
　
高
　
野
　
慎
　
也

　
　
〃
　
　
　
　
　
友
　
部
　
菊
　
美

　
　
〃
　
　
　
　
　
中
　
山
　
和
　
代

　
　
〃
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
直
　
子

　
　
〃
　
　
　
　
　
杉
　
山
　
和
　
美

　
　
〃
　
　
　
　
　
柴
　
崎
　
明
　
美

　
　
〃
　
　
　
　
　
小
　
森
　
裕
　
子

　
　
〃
　
　
　
　
　
鶴
　
見
　
　
　
綾

　
　
〃
　
　
　
　
　
乙
　
部
　
知
　
子

　
　
〃
　
　
　
　
　
篠
　
田
　
恵
美
子

　
　
〃
　
　
　
　
　
小
　
林
　
由
紀
恵

　
　
〃
　
　
　
　
　
梶
　
原
　
悠
　
乃

　
　
〃
　
　
　
　
　
永
　
井
　
由
　
紀

　
　
〃
　
　
　
　
　
関
　
　
　
深
　
雪

監
理
役
事
務
部
長
　
久
保
田
　
一
　
則

考
査
役
事
務
次
長（
医
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
浅
　
野
　
　
　
貢

審
査
役
医
事
課
長（
外
来
）

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
枝
　
孝
　
治

審
査
役
健
康
管
理
事
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
川
　
雄
　
二

審
査
役（
新
病
院
事
務
局
）

　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
蔵
　
　
　
崇

審
査
役
　
　
　
　
　
寺
　
田
　
恵
　
子

事
務
係
長
　
　
　
　
関
　
口
　
ひ
ろ
み

　
　
〃
　
　
　
　
　
森
　
田
　
幸
　
子

　
　
〃
　
　
　
　
　
飯
　
沼
　
晴
　
美

　
　
〃
　
　
　
　
　
宇
都
木
　
厚
　
美

　
　
〃
　
　
　
　
　
高
　
野
　
裕
　
也

　
　
〃
　
　
　
　
　
成
　
島
　
友
　
和

　
　
〃
　
　
　
　
　
塚
　
本
　
香
　
代

　
　
〃
　
　
　
　
　
額
　
賀
　
正
　
臣

事
務
員
主
査
　
　
　
茂
　
木
　
雅
　
代

　
　
〃
　
　
　
　
　
瀧
　
田
　
　
　
泰

　
　
〃
　
　
　
　
　
小
　
藥
　
倫
　
行

　
　
〃
　
　
　
　
　
山
　
口
　
純
　
一

転
入
者

考
査
役
事
務
次
長
　
飛
　
田
　
　
　
昇

審
査
役
庶
務
課
長
　
関
　
川
　
　
　
哲

事
務
員
主
査
　
　
　
都
　
賀
　
亮
　
一

　
　
〃
　
　
　
　
　
佐
怒
賀
　
三
　
禎

事
務
員
　
　
　
　
　
遠
　
藤
　
真
奈
美

作
業
療
法
士
　
　
　
吉
　
田
　
由
香
里

看
護
師
　
　
　
　
　
坂
　
本
　
浩
　
美

新
採
用
者（
医
師
）

【
内
科
科
長
　
神
経
内
科
】石
原
正
一
郎

【
外
科
科
長
】
春
木
茂
男
【
歯
科
口
腔
外

科
科
長
】
佐
藤
昌
【
循
環
器
】
鈴
木
麻
美

／
臼
井
英
祐
／
仁
井
田
崇
志
【
呼
吸
器
】

西
山
直
樹【
消
化
器
】鈴
木
雅
博
／
江
頭

徹
哉
／
河
本
亜
美
／
渡
邉
剛
志
／
吉
行

綾
子
／
久
保
田
洋
平【
腎
臓
】小
原
由
達

【
代
謝
】
水
口
靖
文
／
中
嶋
茉
莉
【
神
経

内
科
】
町
田
明
【
小
児
科
】
中
村
蓉
子
／

東
裕
哉
／
櫻
井
牧
人
／
荒
木
恭
子
【
外

科
】松
永
浩
子
／
赤
須
雅
文【
脳
神
経
外

科
】武
井
　
麿
／
伊
藤
な
つ
み【
心
臓
血

管
外
科
】
内
山
英
俊
【
整
形
外
科
】早
川

景
子
／
佐
々
木
研
／
山
本
尚
輝
／
川
田

和
正
／
橋
本
淳【
皮
膚
科
】高
橋
道
央

【
泌
尿
器
科
】石
川
雄
大【
産
婦
人
科
】佐

川
義
英【
眼
科
】大
上
智
弘
／
石
田
祥
子

【
耳
鼻
科
】小
出
暢
章【
麻
酔
科
】前
田
鉄

之
／
段
村
雅
人
／
鈴
木
雄
之
／
平
本
芳

行【
放
射
線
科
】川
田
秀
一【
病
理
】井
上

和
成【
研
修
医
二
年
次
】赤
石
渉
／
菊
地

波
音
／
高
橋
拓
也
／
友
田
昂
宏
／
中
野

智
行
／
西
田
健
二
／
福
与
涼
介
／
古
谷

翼
／
京
極
千
恵
子【
研
修
医
一
年
次
】大

坂
渓
／
本
間
あ
お
い
／
山
内
泰
輔
／
秋

田
く
ら
ら
／
伊
藤
優
／
橋
本
泉
智
／
佐

藤
麻
梨
恵
／
五
十
嵐
亮
／
岡
本
幹
生
／

小
暮
剛
太
／
田
中
雄
太
／
石
原
資

新
採
用
者（
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
）

【
薬
剤
師
】青
柳
友
彦
／
霞
聡
子
／
野
口

美
幸【
放
射
線
技
師
】北
島
柚
衣
子
／
海

老
原
仁
文
／
山
本
将
平
／
阿
部
千
紘

【
検
査
技
師
】香
月
友
加
里
／
石
黒
航
希

／
芝
田
彩
／
宮
本
千
聖
／
岩
田
幸
広

【
理
学
療
法
士
】伊
野
智
美
／
古
田
真
実

／
大
金
容
子
／
實
藤
あ
す
な
／
鈴
木
美

咲
／
高
坂
千
恵【
作
業
法
士
】星
知
沙
子

【
工
学
技
師
】小
川
望
美
／
山
元
孝
彦

【
管
理
栄
養
士
】森
永
有
紀
子【
Ｍ
Ｓ
Ｗ
】

大
津
美
歩
／
冨
山
裕
子
／
宇
佐
美
か
お

り
【
臨
床
心
理
士
】
田
中
翔
太
郎
【
保
健

師
】
井
坂
恵
／
安
達
愛
／
新
井
田
千
尋

／
砂
押
絵
里
／
長
山
遙
／
谷
田
川
美
紀

【
看
護
師
】安
掛
誠
／
安
藤
汐
里
／
池
田

裕
美
／
磯
谷
美
夢
／
伊
藤
静
香
／
伊
藤

菜
帆
／
伊
深
希
／
岩
瀬
穂
奈
実
／
岩
渕

知
晶
／
上
田
亜
美
／
内
田
愛
弥
／
内
田

美
里
／
宇
留
野
雄
／
大
久
保
美
歩
／
大

信
田
望
／
大
場
沙
耶
／
小
澤
里
奈
／
小

沼
翔
／
小
野
桃
子
／
加
川
純
菜
／
加
藤

郁
恵
／
加
藤
仁
美
／
川
邉
敬
佑
／
菊
池

美
幸
／
熊
谷
祐
美
／
栗
山
博
恵
／
黒
田

恵
美
／
小
泉
優
美
／
齋
藤
妃
菜
子
／
坂

野
夏
紀
／
佐
藤
皐
月
／
宍
戸
真
衣
／
柴

佳
織
／
鈴
木
綾
子
／
鈴
木
菜
央
／
関
澤

千
恵
／
関
根
涼
平
／
芹
沢
真
里
／
高
橋

愛
佳
／
高
橋
早
紀
／
田
畑
美
紀
／
永
井

あ
さ
み
／
中
沢
誠
／
中
島
晃
／
中
島
千

亜
里
／
中
村
健
司
／
西
澤
絵
理
子
／
人

見
環
／
兵
藤
千
瞭
／
平
島
愛
梨
／
真
家

ち
づ
る
／
前
田
有
紀
子
／
宮
本
美
咲
／

矢
部
希
／
湯
原
美
咲
／
芳
村
栞
【
介
護

福
祉
士
】
元
吉
美
由
紀
【
歯
科
衛
生
士
】

山
本
直
美
／
滝
沢
仁
美【
看
護
助
手
】池

田
友
香
／
植
田
栞
／
大
和
田
恵
未
／
鈴

木
沙
織
／
芳
賀
彩
香
／
島
田
岬
【
事
務

員
】
小
林
拓
也
／
笹
目
祐
／
大
橋
和
幸

／
金
澤
朋
美
／
白
田
裕
子
／
野
村
真
吾

／
宿
谷
千
瑛
／
寺
内
理
美
／
根
本
伸
二

／
伊
藤
一
彦


